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昭 和 2 2 年 9 月
昭 和 2 5 年 4 村
ノ ノ ! 〕 J a
昭 和 2 7 年 6 月




東 京 帝 国 大 学 漲 学 部 政 治 学 科 卒 奘 ・ 怯 学 士
東 北 大 学 法 学 部 i , モ 師
( 昭 和 2 8 年 6 打 ま で ) エ ー ル 大 学 法 学 校 大 学 院 に 留 学 ( ロ ッ ク フ ェ ラ ー 財 団 )
エ ー ル 大 学 法 学 修 士 ( L L ・  M ) 取 得
エ ー ル 大 学 法 学 博 士 ( J ・ S ・  D ) 取 得
東 北 大 学 法 学 部 助 教 授 ( 国 際 怯 誥 座 担 当 )
( 昭 和 3 3 年 1 円 ま で ) エ ー ル 大 学 法 学 校 上 級 研 究 員
国 際 迎 合 第 ] 次 海 洋 法 会 議 日 本 政 府 代 表 随 員 ( 内 閣 )
東 北 大 学 池 学 部 教 授 ( 国 際 法 講 座 担 当 )
山 形 大 学 文 邸 学 部 ( J ! リ 常 剃 D  講 師 ( U 召 和 3 4 年 , 3 6 年 )
国 際 連 A 第 2 次 海 洋 法 会 議 日 本 政 府 代 表 随 員 ( 内 閣 )
( 昭 和 3 7 年 H 月 ま で ) 東 北 大 学 評 議 員
( 昭 和 3 8 年 1 月 ま で ) 国 際 原 子 力 機 関 放 牙 片 上 廃 棄 物 海 洋 投 粟 法 律 バ 才 、 ル 委 員 ( 国 際
原 子 力 機 関 )
( 昭 和 3 9 年 9 匁 ま で ) 原 子 力 委 員 会 専 問 委 員 ( 総 理 府 )
扶 学 博 士 ( 旧 制 )
国 際 法 協 会 σ n t e r n a t i o n a l  L a w  A s s o c i a t l o n ) ( ロ ソ ド ン ) 国 際 貿 易 投 資 委 員 会 ラ
ポ ル ト ゥ ー ル ( 昭 和 " 年 6 月 ま で )
国 際 庄 協 会 ( ロ ン ド ン ) 人 権 委 員 会 委 員
名 古 屋 大 学 法 学 部 ( 非 常 勤 ) 池 師 ( 昭 和 如 年 )
( 昭 和 4 2 仟 . 4 門 ま で ) ハ ー グ 国 際 怯 ア カ デ ミ ー 将 来 計 ' 画 委 員 会 委 員
( 昭 和 4 2 仔 . 7 月 ま で ) 外 務 事 務 官 併 任 ( 対 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 争 訟 事 件 の た め ) ( 外 務 省 )
( 昭 和 4 3 年 Ⅱ 月 ま で ) 外 務 公 務 員 採 用 上 級 試 験 委 員 ( 外 務 名 )
国 際 法 協 会 ( ロ ン ド ン ) 深 海 開 発 委 員 会 ( の ち に 海 洋 法 委 員 会 に 改 組 ) 委 員
( 昭 和 4 3 俸 3 月 ま で ) 国 際 述 合 海 洋 学 ・ 海 洋 技 術 委 員 会 委 員 ( 国 際 連 合 )
( 現 在 ま で ) 財 団 法 人 国 際 法 学 会 理 事
昭 和 3 1 年 9 月
昭 和 3 3 年 2 月
昭 和 3 4 郁 4 月
ノ ノ
滋 名
大 正 1 3 年 1 0 j ] 2 2 日
ノ ノ
昭 和 3 5 年 3 月
ガ  1 2 月
昭 和 3 6 午  1 月
ノ ノ ノ ノ
教 授 略 歴
、 、 ι ; / 1 }
昭 和 3 7 年 3 月
昭 和 3 9 年 Ⅱ 月
札 幌 市 に 出 生
昭 和 如 任 3 "
ガ  4 月
ノ ノ フ j l
昭 和 4 1 年 2 月
ガ  6 月
昭 和 4 2 年 4 月
昭 和 4 2 年 6  門





















万国国際法学会(1nstitut de DroitinternetioneD 御三会員に遺出


















(昭和51年まで) Japanese Annual of lntern且れonel LaW 利ι条ヤ.イモ
国際速合第3次海洋法会議第2会期日本政府代表(内閣)
(昭和51年1月まで)国述大学凖備委員会委員(文部竹)
(現在まで)国際人柘研究所σDstitut internetional des Droits de l'holnme)円.1f
Earth Law Journa1編集委員(現在にいたる)
国際速介第3次海洋法会議第3会期日本政府代表穎闇(内隠D





万国国際怯学会(1nstitut de DroitinternatlonaD 1モ1ミnに舛格
インド田際怯学会名井会員に推挙,Ⅲ"寺にインド・ポパール大学tl'曾上フトJ士
ニューヨーク.ロースクール名t"去学1町1上






































































(分担執筆)^"Manual of public lntemational Law"(ed. by sgensen)のな
















"Recueil des cours de l'Acad五mle de Drolt lnternatlonal",
のなかの lnternational Law of the Resources of the sea
Sjjth0仟(Le,den )
?、
2昭 和 4 6 年
「 現 代 国 際 法 」 ( 石 本 ・ 寺 沢 教 授 と 共 編 )
( 編 纂 )
「 海 の 資 源 と 国 際 法 U  3 8 0 頁
昭 和 4 7 年
"  T h e  l n t e r n a t i o n a l  L a w  o f  t h e  o c e a n  D e v e l o p m e n t " , 5 1 9  P P S I ] t h o f f
「 海 の 資 源 と 国 際 法 Ⅱ 」  4 6 4 頁
有 斐 閣
昭 和 5 0 年
"  T h e  l n t e r n a t i o n a l  L a w  o f  t h e  o c e a n  D e v e l o p m e n t " ,  V 0 1
「 海 洋 法 研 究 」
( 分 担 執 筆 )
O t h e r s ) ,
昭 和 5 2 年
"  T h e  L a w  o f  t h e  s e a  i n  o u r  T i m e ・ 1 :  N e w  D e v e l o p m e n t S  1 9 6 6 - 1 9 7 5 " , 2 6 9  P P
S i j t h o f f  ( L e i d e n )
i n  o u r  T i 血 e ・ Ⅱ :  T h e  u n i t e d  N a t i o n s  s e a b e d  c o m m i t t e e" T h e  L a w  o f  t h e  s e a
S i j t h o f f  ( L e d . n )
1 9 6 8 - 1 9 7 3 " , 3 3 2  P P
L a w  o f  t h e  o c e a n  D e v e l o p m e n t " ,  L o o s e ・ 1 e a f  e d i t i o n
" T h e  l n l e r n a t i o n a l
S i j t h o f f  ( L e d e n )
2 9 4 頁
" A  N e w  R e g i m e  f o r  t h e
( T h e  T r i a n g l e  p a p e r S  9 ) , 5 4
有 斐 閣
3 6 5 頁
有 斐 閣
昭 和 5 3 年
「 わ が 国 裁 判 所 に お け る 国 際 法 先 例 」 件 且 川 武 夫 教 授 と 共 茗 り
有 斐 閣
有 斐 閣
O c e a n s "
P P .
昭 和 5 4 年
「 海 洋 法 上 巻 」  3 2 1 頁
( 監 修 ) ー ・ ー ペ ス カ ト ー ノ レ 「 E C 法 ・ ー ー ヨ ー ロ ッ パ 統 合 の 法 構 造 」
( 大 谷 ・ 最 上 両 教 授 共 訳 )
" T h e  l n t e r n a t i o n a l  L a w  o f  t h e  R e s o u r c e s  o f  t h e  s e a " ,  r e p r l n t e d
S i j t h 0 仟 σ . d e n )
e d i t i o n  w l t h  s u p p l e m e n t s , 1 3 2  P P
"  T h e  l n t e r n a t i o n a l  L a w  o f  t h e  o c e a n  D e v e l o p m e n t " ,  L o o s e ・ 1 e a f ,
S i j t h o f f  ( L e d e n )
S u p p l e m e n t  l
( L e i d e n )
有 斐 閣
( D .  M .  J o h n s t o n  a n d
T h e  T r i l a t e r a l  c o m m i s s l o n
Ⅱ , 6 3 8  P P
S I ] t h o f f
( L e i d e n )
有 斐 閣
昭 和 5 6 年
「 海 洋 法 2 5 年 」
5 5 4 頁
3 0 6 頁 有 斐 閣
昭和57年

















































4昭 和 2 8 年
ア メ リ カ に お け る 口 ー ヤ ル テ ィ ・ オ ー ス ( 忠 誠 宣 言 ) - G u i l d  b y  A s s o c i a t i o n
ジ ニ リ ス ト 3 0 号
ジ ュ リ ス ト 3 1 号
ジ ュ リ ス ト 3 2 号
法 律 時 報 2 5 巻 1 0 号
ジ ュ リ ス ト 4 5 号
最 高 裁 判 所 を 直 視 し て ^ あ る 先 輩 へ の 手 紙
日 韓 漁 業 紛 争 を め ぐ っ て
李 承 晩 宣 言 の 違 法 性
定 着 漁 業 の 法 理 ^ ア ラ フ ラ 海 の 真 珠 貝 採 取 を め ぐ る 問 題
昭 和 2 9 年
公 海 漁 業 の 統 制 ^ 資 源 の 保 存 と 独 占 ジ ュ リ ス ト 5 1 ・ 弓
領 海 制 度 の 現 実 的 意 義 ^ 漁 業 独 占 水 域 と し て の 領 海 に つ い て 法 学 1 8 巻  3  号
ビ キ ニ 水 爆 実 験 と 国 際 法 の 立 場 ^ 水 爆 実 験 は 純 然 た る 不 法 行 為 ジ ュ リ ス ト 6 4 号
大 唾 棚 の 法 丑 裂 1 1 2 }
国 際 法 外 交 雑 誌 詔 巻 3 ・ 号 , 4 号
再 び ピ キ ニ の 水 爆 突 験 を め ぐ っ て ^ 水 爆 実 験 と 公 海 の 自 由 ジ ュ リ ス ト フ 2 号
昭 和 3 0 年
大 陸 棚 の 法 照 3 1 4 )
日 [ 1 - 1 徽 業 協 定 の 成 立 を め ぐ っ て
エ ー ル 法 学 校 に つ い て
海 洋 自 由 の 法 構 造
T h e  T o r r i t o r i a l  s e a  a n d  N a t u r a l
昭 和 3 1 年
事 前 の 補 償 が 必 要 ・ ー ー 水 爆 突 験 危 険 フ k 域 の 設 定
書 評 ・ 横 田 「 国 際 法 学 上 巻 」 、 田 岡 「 国 際 法 講 義 上 巻 」
水 爆 実 験 の 法 理
日 ソ 徽 業 条 約 の 成 立 ^ 条 約 を 読 ん で の 感 想
斗 三 凡 社 ・ 大 百 科 事 典 ・ 諸 項 目
T h e  H y d r o g e n  B o m b  T e s t s  a n d  l n t e r n a t i o n a l  L a w ,
1 て e s o u r c e s ,
C o m p a r a t l v e  L a w
T h e  c o n t i n e n t a l  s h e l f ,
国 際 法 外 交 雑 誌 5 4 巻 4 号 , 5 号
ジ ュ リ ス ト 8 4 号
東 北 法 学 会 雑 誌 5 号
法 律 時 報 2 7 巻 1 0 号
" T h e  l n t e r n a t i o n a l  a n d
Q u a r t e r l y " ,  V 0 1 . 4 ,  N O . 3
昭 和 3 2 年
ラ テ ン ア メ リ カ 諸 国 の 領 海 拡 張 に つ い て
公 海 と 領 海 ( 法 律 学 1 5 0 i 胡
メ キ シ コ の 大 学 都 市
" D i e  F i e d e n s w a r t e " ,
V 0 1 . 5 3 ,  N O . 2
" T h e  J a p a n e s e  A n n u a l  o f  L a w  a n d  p o l i t i c s " ,  N O . 4
朝 日 新 聞 論 壇  2 月 Ⅱ 日
国 家 学 会 雑 誌 6 9 巻 Ⅱ , 1 2 号
ジ ュ リ ス ト 1 0 3 号
ジ ュ リ ス ト 1 0 8 号
ジ ュ リ ス ト 1 2 4 号
法 学 セ ミ ナ ー 5 7 年 5 月 号
河 北 新 報  7 月 2 9 日
New Trends in the Regime ofthe seas^A conslderatlon of
Conservat]on and dlstrlbution of marine resources,
auS1百.ndischeS 6ffentliches Recht und V61kerrecht",
A Reconsideration of the continental shelf,
"Tulane Law Review", V01.32, NO.1



















Conference on the Law ofthe sea,
"Japanese Annual of lnternatlonal Law", V01.3
El convenio de Ginebra sobre la plataforma contlnental,










The 1958 Geneν且 Convention on the Flsherles :1ts lmmaturltles,
"Die Friedenswarte", Bd.55, Nr,4
5
Japan and the lnternationalFlsherles,




則陪郭大外交知..'61巻 1 ・ 2 り第二次国際連合袖"羊法会議について
わが国の裁判所における国際法適川の諸先例(机j1陸餅受と共刷田山偲脇X川




The concept of the contlguous zone,
??
6C o m p a r a t i v e  L a w  Q u a r t e r l y " ,  V 0 1 . 1 1 .  N O . 1
T h e  E x t e n t  o f  t h e  T e r r i t o r i e l  s e a ^ S o m e  A n e l y s i s  o f t h e  G e n e v a
C o n f e r e n c e s  a n d  R e c e n t  D e v e l o p m e n t s ,
" J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t i o n a l  L a w " ,  V 0 1 . 6
昭 和 3 8 年
海 洋 法 講 座 ② 侶 )
国 際 問 題 3 4 号 , 3 5 号
フ ィ リ ピ ン と ユ ー ゴ ス ラ ビ ア の こ と
ジ ュ リ ス ト 2 6 6 号
放 射 性 廃 棄 物 の 海 洋 処 分 の た め の 国 際 的 規 制 に っ い て
国 家 学 会 雑 誌 7 6 巻 7  ・  8 号
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例 ( 祖 川 教 授 と 共 編 ) ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
国 際 法 外 交 雑 誌 6 2 巻 1 号 , 2 号 , 3 号 , 4 号 , 5 号
海 洋 の 放 射 能 汚 染 と 国 際 法 ^ 特 に 原 子 力 船 と の 関 係
ジ ュ リ ス ト 2 7 3 号
国 際 漁 業 委 員 会 の 比 較 的 考 察
国 際 問 題 3 8 号
判 例 批 評 ・ 対 日 平 和 条 約 に よ る 在 外 資 産 の 喪 失 と 国 の 補 償 貰 任
判 例 時 報 3 如 号
政 治 的 亡 命 保 護 に 関 す る 各 国 法 制
ジ ュ リ ス ト 2 8 1 号
日 本 に お け る 亡 命 を め ぐ る 裁 判 例 に っ い て
ジ ュ リ ス ト 2 8 3 号
亡 命 者 に 関 す る 国 際 諸 条 約
ジ ュ リ ス ト 2 8 5 弓
法 曹 一 ー ・ 一 兀 論 の 盲 点 ^ ・ ー つ の 提 言
法 律 時 報 3 5 巻 1 0 号
R e e c n t  p r o b l e m s  o f  l n t e r n a t i o n a l  H i g h  s e a  F i s h e r i e s  :  a 1 1 0 c a t i o n
O f  f l s h e r y  r e s o u r c e s ,
昭 和 3 9 年
わ か 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 怯 先 例 ( 祖 川 教 授 と 共 編 ) ⑩ ⑪
国 際 法 外 交 雑 誌 6 2 巻 6 号 , 6 3 巻 1 号
国 際 法 に お け る 個 人 樹 ② 侶 ) ④
国 際 問 題 朋 , 5 4 , 5 5 , 5 6 号
通 商 条 約 に お け る 財 産 収 用 ・ 企 業 国 有 化 に 対 す る 保 障 に っ い て
ジ ュ リ ス ト 3 0 5 号
外 国 財 産 の 国 有 化
ジ ュ リ ス ト 3 0 6 号
外 国 資 産 ・ 外 国 企 業 国 有 化 の 最 近 例
ジ ュ リ ス ト 3 0 7 号
束 京 地 方 裁 判 所 昭 和 3 7 ( 行 ) 第 1 2 9 号 退 去 法 制 令 書 発 付 処 分 取 消 請 求 事 件 鑑 定 書
出 入 国 管 理 白 書 を 読 ん で
時 の 法 令 5 1 3 号
外 国 で の 出 版
書 斉 の 窓 1 2 8 号
海 洋 の 放 射 能 汚 染 と 国 際 法
原 子 力 工 業 1 0 巻 7 号
A n n u a l  R e v i e w  o f  J a p a n e s e  p r a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w , 1 9 6 1  a n d  1 9 6 2
( 小 和 田 恆 氏 と 共 編 )
" J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t i o n a l  L a w " ,  N O . 8
"  p h i l i p p l n e  l n t e r n a t i o n a l  L a w  J o u r n a l " ,  V 0 1 . 1 ,  N O . 4 .
昭 和 4 0 年
東 南 ア ジ ア 及 び 太 平 洋 地 域 法 律 家 会 議 ・ ^ 特 に ア ジ ア 人 権 条 約 の " a 題 に っ い て
ジ ュ リ ス ト 3 2 0 号
圃 際 法 と 人 権 別 冊 ジ ュ リ ス ト ・ 続 学 説 展 望 一 ・ ・ 袿 仟 智 , の 争 点 日 韓 . 漁 業 協 定 の 成 立
ジ ュ リ ス ト 3 2 7 号
国際海洋法の新たな展開








Practice in lnternational Law n (1963)
"Japanese Annual of lnternational Law", NO.9
Of lnternetlonal Law ln Japan









The Normalization of Relations between Japan and the Republic of
"American Journal of lnternational Law", V01.61, NO.11くorea,
Japan end lnternatlonal conventions relating to North pacific Fisherles,
"washington Law Review", V01.43, NO.1
Admlsslon, Deportatlon andExtr ditlon of A11ens under the Japanese
La訊『S、 "Japanese Annual of lnternational Lalv", V01.10
Dlstrlbutlon of FishResources of the Hlgh seas : free competitlon or
Proceedings ofthe second Annual conference of thearti丘Cial quota?,
Law of the sea lnst北Ute, June 26・June 29,1967
Annual Revlew of JapanesePractice in lnternational LaW 1Π(1964)
剖゛Π田恆氏と共著) "Japanese Annual of lnternatlonal Law", NO.10
昭和43年
海底開発の新時代 朝日新聞 I j」 13日








8P r o p o s a l f o r  r e v i s i n g  t h e  c o n t i n e n t a l  s h e l f  c o n v e n t i o n ,
" c o l u m b i a  J o u r n a l  o f  T r a n s o a t i o n e l  L a w , "  V 0 1 . フ ,  N O . 1
T h e  G e n e v a  c o n v e n t i o n s  o n  t h e  L a w  o f  t h e  s e e  :  s o m e  s u g g e s t i o n s  f o r  t h e l r
" N a t u r a l  R e s o u r c e s  L a w y e r , "  V 0 1 . 1 ,  N O . 2
r e v l s l o n ,
S o m e  o b s e r v a t i o n s  o n  t h e  l n t e r n a t i o n a l  L a w  o f  t h e  s e a
" J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t i o n a l  L a w , "  V 0 1 . 1 1
A n n u a l  R e v i e w  o f  J a p a n e s e  p r a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w  l v  L a w , "
( 小 和 田 1 亙 氏 と 共 編 ) " J a p a n e s e  A n n u a l o f l n t e r n a t i o n a l L a w  ( 1 9 6 5 )  N O . 1 1
昭 和 U 年
海 洋 開 発 と 国 際 連 合 ① ②
ジ ュ リ ス ト 4 1 6 号 , 4 1 7 号
日 本 経 済 新 聞  3 月 1 0 日
大 陸 棚 立 法 を ^ 深 海 開 発 の 前 提
毎 日 新 聞  3 月 1 4 日わ が 国 も 大 陸 棚 立 法 を
国 際 法 外 交 雑 誌 6 7 巻 6 ・ 号
国 際 裁 判 所 に お け る 仮 保 全 措 置 ( 杉 原 高 嶺 教 授 と 共 著 )
和 歌 山 地 方 裁 判 所 昭 和 4 3 年 の 9 5 号 業 務 上 過 失 傷 害 , 業 務 上 往 来 妨 害 等 被 告 事 件 鑑 定 書
法 律 時 報 4 1 巻 4 号
亡 命 論 ノ ー ト
社 会 科 学 大 事 典 ( 鹿 島 出 版 )
「 接 続 水 域 」 , 「 大 陸 棚 」 , 「 直 線 基 線 」
国 際 法 外 交 雑 誌 6 8 巻 2 号
国 際 漁 業 の 新 し い 発 展
港 湾 6 巻 3 号
海 洋 開 発 と 国 際 法
う み 7 巻 1 号
1 0 C 法 律 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー フ ゜ の 発 足
安 達 峰 一 郎 百 年 記 念 誌 ( 安 逹 峰 一 郎 記 念 館 )安 達 先 生 と 国 際 裁 判 所
「 海 洋 開 発 」 第 1 巻 ( 海 洋 開 発 セ ン タ ー 出 版 局 ) の V 竜
海 洋 開 発 と 国 際 法
T o w a r d s  a  B e t t e r  u s e  o f t h e  o c e a n  " S I P R I " ( s t o c k h o l m  :  J u n e  1 9 6 8 )
T r e a t y  p r a c t i c e s  r e l a t i n g  t o  F o r e i 目 ' n  l n v e s t m e n t s  ;  T r e a t i e s  r e l a t i n g  t o
B o u n d a r i e s  o f  J a p a n  a n d  p r o b l e m s  l n  c o n n e c t i o n  t h e r e w l t h  ;  A 比 i t u d e
t o w a r d s  l n t e r n a t i o n a l  A d j u d i c a t l o n
" R o n u d t a b l e  c o n f e r e n c e  o n  l n t e r n e t i o n a l  L a w
P , o b l e m  i n  A s i a "  a 9 6 7 ) ,  H o n g k o n g  1 9 6 9
昭 和 4 5 年
深 海 海 底 制 度 論 の 系 譜 側 ②
海 洋 開 発 と 国 際 連 合 ^ ・ 1 9 6 9 作 ( 上 ・ 下 )
「 庇 護 椛 」 , 「 保 存 水 域 」
激 動 す る 海 洋 開 発 の 国 際 法 ・ ^ ア メ リ カ の 新 し い 提 案
ハ イ ジ ャ ッ キ ン グ に 関 す る ノ ー ト
( 対 談 ) 波 高 し 国 際 海 洋 法 の ゆ く え
( 座 談 会 ) 海 洋 開 発 へ 人 類 の 英 知 を
( 序 談 会 ) 大 陸 棚 問 題 は な ぜ 亟 要 か
( イ ン タ ヴ ュ ー ) 海 洋 の 国 際 法 に も っ と 関 心 を
新 寸 論 ) 海 底 開 発 , 押 さ れ る 日 本
国 際 法 外 交 雑 誌 6 9 巻 1 号 , 3 号
ジ ュ リ ス ト 4 4 3 ・ 号 , 4 4 4 号
社 会 科 学 大 事 典 ( 鹿 島 出 版 )
ジ ュ リ ス ト 4 5 7 号
法 律 時 報 4 2 巻 1 1 ・ 号
オ ー シ ャ ン ・ エ ー ジ フ 月 号
読 売 新 聞 7 打 2 2 日
エ コ ノ ミ ス ト 1 0 j 1 2 7 日
週 刊 東 洋 経 済 8 打 1 5 日
統 売 新 闇 1 0 n  5 日
Annual Revlew of Japanese
(小和田恆氏と共編)












International Law v (196の
Annual of lnternational Law," NO.13
"symposium on the lnternatlonal










Annual Review of Japanese practice in lnternational Law vl (1967)
" Japanese Annual of lnternational Law," NO.15ω゛Π田恆氏と共編)































規 制 強 ま る 海 の 利 用
エ コ ノ ミ ス
在 日 韓 国 人 の 法 的 地 位 に 関 す る 鑑 定 書
( 鼎 談 ) 議 論 を 呼 ぶ 国 際 法 の 焦 点 ^ 新 し い 海 の 秩 序 を 求 め る
オ ー シ ャ ン ・ エ ー ジ 5 巻 1 号
オ ー シ 十 ン ・ エ ー ジ 5 巻 7 号( イ ン タ ヴ ュ ー ) 第 三 次 海 洋 会 議 と わ が 国 の 立 場
T o w a r d s  a  N e w  R e g i m e  f o r  o c e a n  D e v e l o p m e n t ,
" o c e a n  D e v e l o p m e n t  a n d  l n t e r n a t i o n a l  L e w  J o u r n a l , "  V 0 1 . 1 ,  N O . 3
N e w  D e v e l o p m e n t s  i n  t h e  u n i t e d  N b t i o n s  s e a b e d  c o m m 北 t e e ,
" J o u r n a l  o f  M a r i t i m e  L a w  a n d  c o m m e r c e , "  V 0 1 , 4 ,  N O . 4
T h e  D e l i m i t a t i o n  o f  t h e  c o n t i n e n t a l  s h e l f  i n  s o u t h e a s t  A s i e  a n d  t h e  F a r  E a s t
"  o c e a n  M a n a g e m e n t , "  V 0 1 , 1 ,  N O , 4
A n n u a l  R e v i e w  o f  J a p a n e s e
P r a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w  V Ⅱ ( 1 9 6 8 )
( 小 和 田 恆 氏 と 共 老 り
"  J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t i o n a l  L a w "  N O . 1 7 .
第 三 次 海 洋 法 会 議 カ ラ カ ス 会 議 を 顧 み て
第 三 次 海 洋 法 会 議 ジ ュ ネ ー ヴ 会 期 ① ② 信 )
「 公 海 」 , 「 公 海 漁 業 」 , 「 公 海 自 由 の 原 a 山 ,
暈 」 , 「 抑 止 の 原 則 」,
a 璽 談 会 ) 海 洋 法 問 題 を め ぐ っ て
( イ ン タ ヴ ュ ー ) 海 洋 法
昭 和 4 9 年
A A 謠 国 と 海 洋 法
読 売 新 聞 2 河 1 8 日
海 洋 汚 染 と 国 際 法
国 際 法 外 交 雑 誌 7 2 巻 6 号
日 韓 大 陸 棚 条 約 の 締 結
ジ ュ リ ス ト 5 5 9 号
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諮 先 例 ( 祖 川 武 夫 教 授 と 共 編 ) ⑭ ⑮
国 際 法 外 交 雑 誌 7 3 巻 1 号 , 3 号
第 三 次 海 洋 法 会 議 の 開 幕 を 迎 え る 山 ②
ジ ュ リ ス ト 5 6 1 号 , 5 6 2 号
決 着 の 日 迫 る 海 洋 法 ^ 経 済 水 域 へ 動 き 着 実
朝 日 新 聞 8 門  3 日
海 を ど う す る か
今 西 ● 帛 司 等 編 「 人 類 と そ の 環 境 」 ( 講 談 社 )
カ ラ カ ス 第 三 次 海 洋 法 会 議 の 阻 害
日 本 海 述 倶 楽 部 講 演 集 第 4 3 号
( イ ン タ ヴ ュ ー ) 国 連 海 洋 会 議 と 排 他 的 経 済 水 域 2 0 0 カ イ リ の 衝 撃
週 刊 東 洋 経 済 6 月 2 2 日 号
北 海 道 新 聞 6 門  8 日
東 京 新 聞 6 月 1 0 日
ト 1 9 7 3 年 1 1 月 2 7 日 号
訟 務 月 報 1 9 巻 2 号
( 座 談 会 ) め ざ せ 海 の 新 秩 序
昭 和 5 0 年
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例 ⑯ ( 祖 川 武 夫 教 授 と 共 編 )
国 際 法 外 交 雑 誌 7 3 巻 6 号
細 中 耕 太 郎 先 生 を 偲 、 ぶ ^ ヘ ー グ 時 代 以 後 の 田 中 先 生 と 私
田 中 耕 太 郎 ^ 人 と 業 績 ( 有 斐 閣 )
国 際 法 外 交 雑 誌 7 3 巻 5 号
ジ ュ リ ス ト 5 9 7 号 , 5 9 8 号 , 6 0 1 号
「 公 海 条 約 」 , 「 国 際 法 学 会 」 , 「 最 大 限 適 正 生 産
国 際 法 事 典 ( 国 際 法 学 会 )
経 国 連 月 報 8 月 号
北 海 道 新 聞 1 2 月 2 6 日
Annual Review of Japanese practice in lnternational Law, VΠ1 (1969)
(小和田恆氏と共君ヲ "Japanese Annual of lnternational Law," NO.18
Impect of the Fishery Techn010宮y on lnternational Law, chrlsty and others,
ed.,"Law of the sea : caracas and Beyond," Baltinger,1975 の Chap. V111






Kotaro Tanaka (1890-1974): notice n6Cr010gique,
AnnⅡaire de l'1nstitut de Droit lnternational, V01.56 (1975)
Annual Review of Japanese practice in lnternetional Law,1×(197の
















































海 洋 法 2 5 年
海 洋 法 2 5 午
海 洋 法 2 5 年
海 洋 法 2 5 年
海 洋 法 閉 年
海 洋 法 2 5 年
海 洋 法 2 5 年
海 洋 法 2 5 年
T h e  o c e a n
( 9 ) 海 の 放 射 能 汚 染 ^ 国 際 原 子 力 機 関 の 法 律 パ ネ ル
( 1 の 第 2 次 海 洋 法 会 議 の つ か の 間
( 1 D  第 2 次 海 洋 法 会 議 の つ か の 問
( 1 2 ) 第 2 次 海 洋 法 会 議 の つ か の 問
a 3 ) 第 2 次 海 洋 法 会 議 の つ か の 問
( 1 4 ) ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 1 2 カ イ リ 漁 業 水 域 紛 争 ( 士 . )
( 1 5 ) ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 1 2 カ イ リ 漁 業 水 域 紛 争 ( 中 )
a 6 ) ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 1 2 カ イ リ 漁 業 水 域 紛 争 ( 下 )
L a w  a n d  p o l i t l c s
" N e t h e r l a n d s  l n t e r n a t i o n a l  L a w  R e v i e w "
昭 和 5 4 年
国 際 司 法 裁 判 所 の こ と ^ 国 際 社 会 に お け る 法 の 支 配 学 士 会 講 演 特 集 号 1 9 7 9 郁
ハ ー グ の 平 和 宮 と 西 陣 つ づ れ 錦
学 士 会 報 7 " 号
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例 ( 祖 川 武 夫 教 授 と 共 編 ) ⑱
国 際 法 外 交 雑 誌 7 8 巻 4 ・ 号
海 洋 法 2 5 年  a 7 ) マ ル タ 決 議 前 夜 の ア メ リ カ 学 術 団 体 の 動 き ( 上 )ジ ュ リ ス ト 6 6 4 号
海 洋 法 2 5 年  a 8 ) 国 連 海 洋 科 学 専 門 家 グ ル ー プ ^ マ ル タ 決 議 前 夜 の 国 連 ^
ジ ュ リ ス ト 6 6 5 号
海 洋 法 2 5 年 ( 1 9 ) マ ル タ 決 議 と 国 連 海 底 平 和 利 用 委 員 会 の 発 足 ジ ュ リ ス ト 6 6 7 号
海 洋 法 2 5 年 ( 2 の 海 洋 学 か ら の 鬨 心 ^ ユ ネ ス コ  1 0 C の 動 き ( 上 ) ー ー ジ ュ リ ス ト 6 6 8 号
海 洋 法 2 5 年 ( 2 1 ) 海 洋 学 か ら の 関 心 ^ ユ ネ ス コ  1 0 C の 動 き ( 下 ) ^ ジ ュ リ ス ト 6 6 9 号
海 洋 法 2 5 郁 ( 2 2 )  1 年 目 ( 昭 和 4 3 年 ) の 海 底 平 和 利 用 委 員 会 ( 上 )
ジ ュ リ ス ト 6 7 0 号
海 洋 法 2 5 年 ( 2 3 )  1 年 目 ( 昭 和 4 3 年 ) の 海 底 平 和 利 用 委 員 会 ( 下 )ジ ュ リ ス ト 6 7 1 号
海 洋 法 2 5 年 ( 2 4 ) ヨ ー ロ ッ パ で 相 次 ぐ 海 洋 法 シ ン ポ ジ ウ ム ( 昭 和 4 2 - 4 5 年 ) ( 上 )
ジ ュ リ ス ト 6 7 2 ・ 号
海 洋 法 2 5 年 ( 2 5 ) ヨ ー ロ ッ パ で 相 次 ぐ 海 洋 法 シ ン ポ ジ ウ ム ( 昭 和 4 2 一 妬 年 ) ( 中 )
ジ ュ リ ス ト 6 7 3 号
ヨ ー ロ ッ パ で 相 次 ぐ 海 洋 法 シ ン ポ ジ ウ ム ( 昭 和 4 2 - 4 4 年 ) ( 下 )
ジ ュ リ ス ト 6 7 4 号
北 海 大 陸 棚 事 件 ( J D ジ ュ リ ス ト 6 7 5 号
北 海 大 陸 棚 事 件 ( 下 ) ジ ュ リ ス ト 6 7 7 号
国 際 法 協 会 と 海 洋 法 ( 上 ) ジ ュ リ ス ト 釘 8 号
国 際 法 協 会 と 海 洋 法 ( 下 ) ジ ュ リ ス ト 6 7 9 号
わ が 国 の 海 洋 開 発 へ の 関 心 ジ ュ リ ス ト 6 8 0 号
ハ ー グ 国 際 法 ア カ デ ミ ー と 万 国 国 際 法 会 議 ジ ュ リ ス ト 6 8 1 ・ 号
拡 大 前 印 召 和 " 一 妬 年 ) の 海 底 平 和 利 用 委 員 会 ( 上 ) ジ ュ リ ス ト 6 8 2 号
拡 大 前 印 召 和 U 一 妬 年 ) の 海 底 平 和 利 用 委 員 会 ( 中 ) ジ ュ リ ス ト 6 部 号
拡 大 前 ( 昭 和 U - 4 " 秒 の 海 底 平 和 利 用 委 員 会 ( 下 ) ジ ュ リ ス ト 6 8 4 号
海 底 平 和 利 用 委 員 会 ( 拡 大 前 ) の 挫 折 ^ 昭 和 4 5 年 夏 会 期 ^ ( 上 )
ジ ュ リ ス ト 6 8 5 号
ジ ュ リ ス ト 6 5 6 号
ジ ュ リ ス ト 6 5 7 号
ジ ュ リ ス ト 6 5 8 号
ジ ュ リ ス ト 6 5 9 号
ジ ュ リ ス ト 6 6 0 号
ジ ュ リ ス ト 6 6 1 号
ジ ュ リ ス ト 6 6 2 ・ 弓
ジ ュ リ ス ト 6 6 3 号
海 洋 法 2 5 年 ( 2 6 )
「 海 に 平 和 を 」
海 洋 法 2 5 郁 ( 2 7 )
海 洋 法 2 5 郁 ( 2 8 )
海 洋 法 2 5 年 ( 2 9 )
海 洋 法 2 5 午 ( 3 0 )
海 洋 法 2 5 年 ( 3 D
海 洋 法 2 5 年 ( 3 2 )
海 洋 法 2 5 年 ( 3 3 )
海 洋 法 2 5 年 ( 3 4 )
海 洋 法 2 5 郁 ( 3 5 )
海 洋 法 2 5 郁 ( 3 6 )





























The Role of the lnternatlonal court of Justice
"The lndian Journal of lnternatlonal Law", V01.19, NO.2
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海 洋 法 2 5 年 ( 5 5 ) ア ジ ア ・ ア フ り 力 法 律 諮 問 委 員 会 デ リ ー 会 期 ( 下 ) ・ ^ 昭 和 4 8 年 1 月 ^
ジ ュ リ ス ト フ 0 7 号
ジ ュ リ ス ト フ 0 8 号
海 洋 法 2 5 年 ( 5 6 ) 海 底 平 和 利 用 委 員 会 昭 和 4 8 年 春 会 期 の こ ろ
海 洋 法 2 5 年 ( 5 7 ) 昭 和 4 8 年 春 か ら 夏 へ ジ ュ リ ス ト フ 0 9 号
海 洋 法 2 5 年 ( 5 8 ) 昭 和 4 8 年 ジ ュ ネ ー ・ ブ の 夏
ジ ュ リ ス ト フ 1 0 号
海 洋 法 2 5 年 ( 5 9 ) 第 3 次 海 洋 法 会 議 を 前 に し て
ジ ュ リ ス ト フ Ⅱ 号
海 洋 法 2 5 年 ( 6 0 ) 完 ・ 最 終 章
ジ ュ リ ス ト フ 1 2 号
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例 ( 祖 川 武 夫 教 授 と 共 編 ) 働 ⑳
国 際 法 外 交 雑 誌 7 9 巻 1 ・ 号 , 3 号
P r a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w , ( 1 9 7 1 - 7 2 )A n n u a l  R e v l e w  o f  J a p a n e s e
ω ゛ Π 田 恆 氏 と 共 編 )
" J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t i o n a l  L a w , "  N O . 2 3 .
昭 和 5 8 年
ジ ュ リ ス ト フ 8 9 号
東 京 裁 判 の レ ー リ ン グ 判 事 の こ と
八 幡 大 学 社 会 文 化 研 究 所 紀 要 1 3 号
国 際 紛 争 と 国 際 司 法 裁 判 所
国 際 法 外 交 雑 誌 肌 巻 6 号
国 際 司 法 裁 判 所 の 7 郁
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例 ( 祖 川 武 犬 教 授 と 共 編 ) ⑳ 町
国 際 法 外 交 雑 誌 8 2 巻 2 号 , 4 ・ 弓
昭 和 5 6 年
国 際 社 会 に お け る 国 際 司 法 裁 判 所 の 役 割
皆 川 洸 先 生 還 暦 記 念 「 紛 争 の 平 和 的 解 決 と 国 際 法 」  a ヒ 樹 出 版 ) 所 収
林 大 ・ 碧 海 純 一 編 「 法 と 日 本 語 」 ( 有 斐 欝 D  所 収
ジ ュ リ ス ト フ 3 4 号
ジ ュ リ ス ト フ 4 4 号
( 相 川 武 大 教 授 と 共 編 ) ⑳ 囲 囲
国 際 法 外 交 雑 認 汀 9 巻 6 号 , 8 0 巻 3 号 , 4 号
P r a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w , × 1  ( 1 9 7 3 )
" J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t i o n a 1  上 a w , "  V 0 1 . 2 4
外 国 語 の 悩 み
海 洋 法 会 議 議 長 ア メ ラ シ ン ゲ の 計
ト ビ ア ス ・ ア ッ セ ル と 第 3 国 の 訴 訟 参 加
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例
A n n u a l  R e v l e w  o f  J a p a n e s e
( 小 和 田 恆 氏 と 共 幣 心
昭 和 5 7 年
ジ ュ リ ス ト フ 5 9 ・ 号国 際 司 法 裁 判 所 長 ウ ォ ル ド ッ ク の 計
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例 ( 祖 川 武 夫 教 授 と 尹 才 励 ⑳ 囲
国 際 法 外 交 雑 誌 8 1 巻 3 号 , 5 号
S h a r i n g  o f  o c e a n  R e s o u r c e s ^ U n r e s 0 1 ν e d  l s s u e s  i n  t h e  L a w  o f t h e  s e a
" H a g u e  A c a d e m y  o f 1 Π t e r n a t i o n a l  L a w ,  w o r k s h o P  1 9 8 1 " に 所 収
( "  J o u r n a l  o f  l n t e r n a t i o n a l  a n d  c o m p a r a t i v e  L a w ,  V 0 1 . 3 ,  N O . 1  に i f j 金 泰 )
A n n u a l  R e v i e w  o f  J a p a n e s e  p r a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w ,  x n  ( 1 9 7 3 )
ω ゛ 1 鬮 恆 氏 と 共 編 )
"  J a p a n e s e  A n o u a l  o f  l n t e r n a t ] o n a l  L a l v , "  V 0 1 . 2 5
Fisheries under the united Nations convention on the Law of the sea
"Amerlcan Journal of lnternational Law", V01.フフ, NO.4
Intervention in the lnternatlonal court of Justlce-ArtlcleS 62 and of the statute
V61kerrecht als Rechtsordnung,1nternationale Gerlchtsbarkelt,
Menschenrechte"(Festschrift fur Herme.nn Mosler)
Annual Review of Japanese practice in lnternational Law,×111 (1974-75)













Some Refiections on the Dispute settlement clauses ln the unlted Natlons
Convention on the Law of the sea
"Essays ln lnternatlonal Law ln honour of Judge Manfred Lachs'
Annual Review of Japanese practice in lnternational Law,×1V (1974-75)


























法 学 セ ミ ナ ー 8 5 年 Ⅱ 月 号
国 際 司 法 裁 判 所 ( 1 9 ) 国 際 連 盟 時 代 の 常 設 国 際 司 法 裁 判 所 の 頃
法 学 セ ミ ナ ー 8 5 年 1 2 月 号
国 際 司 法 裁 判 所 ( 2 0 ) 海 の 領 海 紛 争 ( 完 )
( 祖 川 武 夫 教 授 と 共 編 ) ⑳
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諸 先 例
国 際 法 外 交 雑 誌 8 4 巻 5 号
東 北 大 学 学 報 第 Ⅱ 6 0 号
国 際 司 法 裁 判 所 に 勤 務 し て ^ 東 北 大 学 教 授 退 官 の 弁
A n n u a l  R e v i e w  o f  J a p a n e s e  p r a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w ,  X V  ( 1 9 7 6 - フ フ )
" J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t l o n a l  L a w , "  N O . 2 8
( 小 和 田 恆 氏 と 共 編 )
昭 和 6 1 年
宮 崎 繁 樹 先 生 還 暦 記 念 ( 成 文 堂 ) 所 収
国 連 海 洋 法 条 約 の 裁 判 付 託 条 項 の 考 察
東 北 大 学 法 学 部 同 窓 会 会 報 1 2 号
田 岡 良 一 名 誉 教 授 の 計
わ が 国 の 裁 判 所 に お け る 国 際 法 適 用 の 諮 先 例 ( 祖 川 武 夫 教 授 と 共 編 ) 即
国 際 法 外 交 雑 誌 8 5 巻 5 号
国 際 司 法 裁 判 所 規 程 の 選 択 条 項 に お け る 留 保 お よ び そ の 期 問 ^ 1 9 8 4 年 の シ ュ ル ツ 書 簡
国 際 法 外 交 雑 誌 8 5 巻 6 号
を 契 機 と し て
北 海 道 新 聞 2 月 3 日
( イ ン タ ヴ ュ ー ) 漁 業 法 と I W 羊 漁 業
D e l i m i t a t i o n  o f  a  s i n g l e  M e r i t i l n e  B o u n d a r y - T h e  c o n t r i b u t l o n  o f
E q u i d i s t a n c e  t o  G e o g r a p h i c a l  E q u l t y  l n  t h e  l n t e r r e l a t e d  D o m a l n s  o f  t h e
C o n t i n n e t a l  s h e H  a n d  t h e  E x c l u s i v e  E c o n o m l c  z o n e
" 1 n t e r n a t l o n a l  L a w  a t  t h e  T i m e  o f  i t s  c o d i f i c a t l o n "
( p a p e r s  i n  h o n o u r  o f  R o b e r t o  A 宮 0 )
P i a c t i c e  i n  l n t e r n a t i o n a l  L a w ,  X V I  ( 1 9 7 8 - 8 の
A n n u a l  R e v l e w  o f  J a p a n e s e
( 小 和 田 極 氏 と 共 編 )
" J a p a n e s e  A n n u a l  o f  l n t e r n a t i o n a l  L a w ,  N O . 2 9 .
